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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 
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ｒ
ペ

ー
ジ

を
開

設
し

ま
し

た
！

 
未

来
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
も

見
れ

ま
す

。
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ユ

ニ
オ

ン
長

崎
で

検
索

！
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

長
崎
で
も
一
週
間
、
連
日
、
特

別
警
報
が
発
令
さ
れ
、「
命
を
守
る

行
動
を
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
全

市
内
に
避
難
指
示
が
出
て
、
不
安

な
夜
が
続
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

先
日
の
テ
レ
ビ
で
橋
下
徹
元
大

阪
市
長
が
、「
水
害
で
危
険
が
生
じ

た
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
住
む
場
所
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
発
言
し
た
こ
と

が
、
ネ
ッ
ト
に
あ
り
ま
し
た
。 

  

九
州
で
は
実
際
に
多
く
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
る
と

き
、「
危
険
な
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
る
か

ら
」と
い
わ
れ
て
も
、

「
実
際
、
家
族
や
隣

人
を
亡
く
し
た
人
に

は
キ
ツ
い
で
す
ね
」、

と
批
判
的
な
コ
メ
ン

ト
が
出
て
い
ま
す
。 

  

と
こ
ろ
で
、今
回
の
大
水
害
は
、

ま
ず
九
州
南
部
に
被
害
が
起
こ
り
、

次
に
北
部
九
州
に
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
警
報
で
は
、
各
市
町

村
に
避
難
指
示
が
で
ま
し
た
。
人

口
で
い
う
と
、
数
百
万
人
に
避
難

指
示
が
出
て
い
る
状
態
で
す
。 

 

実
際
、
み
ん
な
経
済
的
な
事
情

な
ど
で
、
仕
方
な
く
、
危
な
い
と

い
わ
れ
る
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
を
自
己
責
任
と
す
る

論
理
な
ら
ば
、
全
域
に
県
や
市
町

村
か
ら
避
難
指
示
が
出
る
九
州
に

は
、
人
は
住
め
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
橋
本
の
言
葉
は
、
乱
暴
な

上
か
ら
目
線
の
金
持
の
論
で
す
。 

 

こ
う
い
う
こ
と
が
平
気
で
テ
レ

ビ
で
流
れ
、
評
論
家
然
と
し
て
自

己
責
任
論
を
押
し
つ
け
る
政
治
が
、

維
新
の
会
の
新
自
由
主
義
や
安
倍

政
治
な
の
で
す
。
と
て
も
国
を
思

い
、
国
民
の
命
第
一
の
政
治
家
と

は
思
え
ま
せ
ん
。 

  

ま
た
テ
レ
ビ
で
は
、「
数
十
年
に

一
度
の
雨
風
で
す
」
と
最
近
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す

が
、
気
象
用
語
の
「
異

常
」
と
は
三
〇
年
に
一

度
レ
ベ
ル
と
い
わ
れ
ま

す
か
ら
、
毎
年
そ
れ
が

続
け
ば
、
も
う
異
常
で

は
な
く
、
通
常
の
出
来

事
と
い
え
ま
す
。 

  
と
い
う
こ
と

は
、
国
や
自
治
体
も
、
こ

れ
く
ら
い
の
自
然
災
害
は

「
毎
年
、
起
こ
る
」
と
し

て
、
防
災
的
に
先
手
を
打

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
無

論
、
そ
れ
は
、
国
民
の
命

第
一
主
義
で
す
。
当
然
、

予
算
の
配
分
も
そ
う
で
す
。  

  

九
年
前
の
二
〇
一
一
年
三
月
一

一
日
の
東
日
本
大
地
震
が
起
き
ま

し
た
。
当
時
、
明
治
維
新
、
太
平

洋
戦
争
敗
北
に
匹
敵
す
る
日
本
史

の
三
大
国
難
と
騒
が
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
と
き
、
当
時
、
東
京
都
の
石

原
都
知
事
は
、「
日
本
人
へ
の
天
罰

だ
」
と
発
言
し
、
批
判
さ
れ
ま
し

た
。 

  

こ
の
石
原
都
知
事
は
、

東
日
本
大
地
震
直
後
の
文

藝
春
秋
五
月
号
に
投
稿
し
、

「
今
こ
そ
、
他
力
本
願
を

脱
し
、
日
本
人
は
自
立
す

べ
き
だ
」
と
し
て
、
当
時

の
民
主
党
政
権
の
政
治
を
無
策
と

批
判
し
、「
東
京
が
つ
ぶ
れ
れ
ば
日

本
が
つ
ぶ
れ
る
。
い
ま
こ
そ
災
害

に
耐
え
う
る
首
都
に
改
造
し
て
い

く
」
と
書
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
発
症
状
態
な
ど
を
見

る
と
き
、
東
京
が
日
本
一
安
全
で

住
み
や
す
い
首
都
（
街
）
と
な
っ

て
い
る
と
は
み
え
ず
、
逆
に
、
ウ

イ
ル
ス
の
発
生
源
で
す
。
い
ま
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
不
要
・
不
急

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致

に
狂
奔
し
、
無
駄
な
予

算
を
食
い
つ
ぶ
し
た
結

果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
他
力
本
願
で
は
な

く
自
立
し
ろ
」
と
は
、

国
に
頼
ら
ず
自
立
す
る

=

自
己
責
任
論
で
す
。

仏
は
そ
う
い
っ
た
の
か
。

石
原
都
知
事
は
法
華
経
が
座
右
の

本
だ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
仏
教
は

弱
者
を
救
う
教
え
で
す
。 

 

自
然
災
害
の
た
び
に
天
罰
だ
、

自
己
責
任
だ
と
か
い
わ
れ
、
自
立

を
さ
と
さ
れ
る
国
民
に
と
っ
て
は

た
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
度
は

危
な
い
所
に
住
む

か
ら
だ
、
と
い
わ

れ
て
は
、
立
つ
瀬

が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
命
は
自
分

で
守
れ
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
で

は
、
国
民
は
、
税

金
は
な
ん
の
た
め
に
出
し
て
い
る

の
か
と
思
い
ま
す
。 

 

い
ま
語
ら
れ
る
国
の
経
済
危
機

論
に
始
ま
る
政
治
の
危
機
論
、
軍

事
的
な
危
機
論
、
資
源
・
食
糧
危

機
論
、自
然
災
害
の
危
機
論
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
機
論
は
、
政
治
の

加
害
や
失
政
を
隠
す

た
め
の
、
国
や
政
治

家
が
意
図
的
に
流
す

「
危
機
論
」
で
は
な

い
の
か
。
そ
う
感
じ

ま
す
。 

 

日
本
の
労
働
者
と

労
働
組
合
が
、
か
つ

て
事
業
危
機
論
で
、

会
社
（
企
業
）
の
協
調
主
義
に
取

り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
四
〇
年
の

歴
史
を
見
れ
ば
自
明
で
す
が
、国
、

自
民
党
の
政
治
は
こ
れ
に
学
び
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
機
論
を
国
民
に
垂

れ
流
す
。
い
ま
は
こ
の
渦
中
に
あ

り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
石
原
知
事
と
同
じ
文

藝
春
秋
に
載
せ
た
、
俳
優
の
伊
東

四
郎
の
一
言
で
す
。 

彼
は
、
こ
の
東
日
本
災
害
の
政

治（
民
主
党
）の
無
策
を
批
判
し
、

終
わ
り
に
、
友
人
か
ら
の
メ
ー
ル

と
し
て
「
伊
東
さ
ん
、
左
翼
政
権

の
と
き
に
天
変
地
異
（
災
害
）
が

あ
り
ま
す
ね
」
と
書
い
て
、
大
地

震
と
津
波
、
原
発
事
故
を
民
主
党

政
権
の
せ
い
に
す
る
、
悪
意
極
ま

り
な
い
文
で
し
た
。 

 

政
治
が
悪
い
か
ら
自
然
災
害
が

起
き
る
の
で
は
な
く
、
政
治
と
は

無
関
係
に
自
然
災
害
は
起
き
る
。

ま
さ
に
自
然
現
象
で
す
。
そ
こ
で

政
治
の
無
策
が
、
こ
の
被
害
を
さ

ら
に
大
き
く
す
る
だ
け
の
話
で
す
。

同
じ
政
治
家
の
責
任
論
で
も
、
こ

れ
は
違
い
ま
す
。  

二
〇
一
二
年
か

ら
自
民
の
安
倍
政

治
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
降

も
大
災
害
が
毎
年

起
き
、
多
く
の
国

民
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
伊
東

四
郎
は
、
「
安
倍

（
自
民
）
右
翼
政
権
下
で
災
害
が

多
発
す
る
」
と
、
文
芸
春
秋
に
書

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

古
来
、
根
拠
な
き
こ
と
を
言
う

人
を
世
は
「
デ
マ
ゴ
ー
グ
（
扇
動

者
）」
と
嗤
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
は

典
型
で
す
。
そ
れ
以
来
、
彼
の
番

組
を
見
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。 
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